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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 卯ノ里コミュニティ推進協議会 

２事業名 住宅対象侵入盗・特殊詐欺対策ほか啓蒙事業 

３事業実施 

結果 

●高齢者の防犯に関する啓蒙を目的として企画した。 

 ①地元警察官からの講話と実習 

・侵入盗（空き巣）の現状と対策 

・特殊詐欺の現状と対策 

・高齢者運転事故の現状と対策 

 ②ボランティア オレンジパラソルの会の劇団による寸劇 

  （「還付金詐欺」「免許返納を考えよう」） 

 

１．事前準備 

 １）半田警察署との調整 

  ・４月２８日 警察署長を訪問。企画の目的及び概要を説明し、警察か

らの講師派遣依頼をした。 

  ・６月１４日及び７月１４日 担当講師と当日の講話内容や実演内容に

ついて打合せた。 

 

 ２）寸劇のシナリオ作成 

  ・新たに作成したシナリオを半田警察の関係部署へ渡し、内容の確認 

   及び表現の校正を依頼した。 

 

 ３）当日配布用の防犯グッズ調達 

  ・当地区は侵入盗の被害が多いため、その啓発や具体的な防犯活動を 

   期待できる商品を１００名分調達した。 

   （実際は予想を超える参加者だったので追加調達した） 
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 ４）東浦町防災交通課との調整 

  ・高齢者の免許返納についての実態と町の今後の取組についての説明 

   を依頼した。 

 

 ５）開催場所決定に当たり東ヶ丘自治会との調整 

  ・自治会長へ主旨説明をし、集会所を借りることができた。 

 

２．当日の実施内容 

 １）当地区では、高齢者が集まり易いように２か所で実施した。 

  ・第１回 平成２９年８月２５日 １０時～１２時 

 （於）東浦町緒川字東仙台９－２ 

    東ヶ丘自治会 集会所 

 

 

  第２回 平成２９年９月２２日 １０時～１２時 

 （於）東浦町緒川字雁狭間山１１－８ 

    卯ノ里コミュニティセンター 

 

 ２）警察官の講話 

  ①侵入盗（空き巣）の現状と対策 

   ・当地区の侵入盗の発生件数などの紹介が行われた。 

・配布した防犯フィルム、ウィンドセンサー、補助錠を使って 

 身近な防犯対策の説明が行われた。 

 

  
 （防犯フィルムの説明） 

 

 「窓に防犯フィルム貼ってる人？」という講師の問い合わせに 

まだまだ手があがる人がまばら。 

 

 

 

一般参加者４１名 

関係者  ２７名 

一般参加者２６名 

関係者  ２７名 
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   （窓枠模型を使ってウィンドセンサーや補助錠の取付説明） 

 

 

    各テーブルを回って、配布したウィンドセンサーや補助錠の 

取り付け方を説明。 

 

     

    配布した防犯フィルムを貼る実演に見入る参加者。 

    予定時間を大幅に超えてしまうほどの真剣さ。 
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   【ウィンドセンサーの意外な利用方法を紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②特殊詐欺の現状と対策 

   ・当地区の侵入盗の発生件数や被害額などの紹介が行われた。 

・実際のオレオレ詐欺の電話のやり取りなども紹介された。 

 

 

  ③ボランティア オレンジパラソルの会 による寸劇 

   ・「還付金詐欺」の寸劇が披露された。 

    高齢者にオレオレ詐欺から電話がかかり、銀行ＡＴＭに行って 

    大金を振り込むまでのコミカルな寸劇。 

 

 
 

ある利用者の方から、 

 「私は、カバンの中に入れて持ち 

歩いてるの。何かの時に防犯ブザー 

の代わりにしようと思ってるの。」 

 

なるほどです！！！ 

実際のやり取りの場面で

スピーカーから流れる言

葉のやり取りに聞き入る

参加者。 

息子（還付金詐欺）から

電話がかかった。偽息子

は巧みな話術でお金を振

り込んで欲しいとせが

む。 
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   ・最後に「留守番電話番号の登録」「家族・友人への相談」「高齢 

    者相談支援センターへの連絡」を強調して終わった。 

 

  ④高齢者運転事故の現状と対策 

   ・当地区の交通事故の発生状況や高齢者の紹介が行われた。 

 

  ⑤ボランティア オレンジパラソルの会 による寸劇 

   ・「免許返納を考えよう」の寸劇が披露された。 

    高齢夫婦の足である自動車にあちこち傷が増えてきた。旦那の 

    運転技術を心配する奥さんの苦悩をコミカルに描いた寸劇。 

      

   ・最後は、「免許は返納したい、でも生活の足の確保が・・・ 

    東浦町の方に聞いてみよう！」で、参加された防災交通課の方 

    にバトンタッチして劇を終えた。 

 

  ⑥町防災交通課の講話 

   ・町民の足である町運行バス（う・ら・ら）の今後の増便計画など 

    の紹介がされた。 

 

 

 

慌ててＡＴＭに

行き、携帯の向

こうにいる偽息

子の言うままに

大金の入金操作

をしてしまっ

た。 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

  ①成果 

・身近な犯罪実態の最新情報を知ることができ、各自の防犯対策 

の必要性をより感じることができた。 

   ・安価な防犯グッズを知り、その使い方や設置の方法を知ること 

    ができた。 

 

  ②課題 

   ・防犯フィルムやウィンドセンサー、補助錠の実際の取り付けが 

行われたかどうかの確認。 

   ・高齢者対象のみでなく、家庭を守る主婦層への啓蒙。 

 

 

（２）今後の取組み 

  ・地域防犯活動の必要性についての意識を高める啓蒙活動を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


